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１．今年度の目標 

２．活動体制 

３．活動内容 

４．成果・課題等 

５．来年度の目標 

１．今年度の目標 

これまでの４年間の活動で培った知識や経験を活用し，「災害に強いまちづくり」が行える

よう，防災力が高い職員を増やすことを目的として，昨年度作成した「避難所運営マニュア

ル」の活用など，職員研修の充実を目標としました。 

 

・避難所運営マニュアルの普及啓発 

  ・職員，市民への啓発活動（さかいで１３１カードの普及） 

２．活動体制 

◇ 第５期生 メンバー構成 ⇒ ５名交代 

NO. 担当 所属 氏名 備考 

１ リーダー  健康福祉部ふくし課 松岡 麻美  

２ サブリーダー 監査委員事務局 宮本 晶子 新規 

３   〃 市民生活部人権課川津文化センター 西川 牧子  

４ メンバー 建設経済部建設課 中井 麻矢  

５   〃 市民生活部こども課 柴田咲由子 新規 

６   〃 総務部職員課危機監理室 庄野 真紀 事務局 

７   〃 建設経済部産業課にぎわい室 加藤 由梨 新規 

８   〃 市立病院医事課 田岡 実紗  

９   〃 教育委員会文化振興課 松田 有矢  

１０   〃 建設経済部都市整備課 猪熊 理恵 新規 

１１   〃 教育委員会生涯学習課 長野 麻衣 新規 
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３．活動内容 

【平成３０年度活動内容】 

活 動 日 程 内 容 備 考 

任命式 

第 1回会議 
H30. 4.27 

・リーダー，サブリーダー選出 

・活動方針や年次計画の決定 

サブリーダーを 

2 名に増員 

新規メンバー研修 H30. 5.16 ・新規メンバー研修 
リーダー・サブリー

ダー・新規メンバー 

新規メンバー研修 H30. 5.23 ・香川県防災センター体験 新規メンバー 

第 2回会議 H30. 5.28 ・今年度の活動内容について  

第 3回会議 H30. 6.13 
・自主防リーダー研修会について 

・避難所運営マニュアル概要版について 
 

防災講演 

（内浜西自治会） 
H30. 6.13 ・内浜西自治会ふれあいサロン 

担当：宮本・中井・

庄野 

参加者 32名 

ブース展示 

（東部地区社協防災福祉部） 
H30. 6.17 

・東部地区防災フェスタ 

 避難所運営マニュアル等の展示 
担当：庄野 

新規メンバー研修 H30. 6.29 ・避難所運営ゲームＨＵＧ 新規メンバー 

第 4回会議 H30. 7.11 
・避難所担当職員研修について 

・新人職員研修について 
 

防災研修 

（自主防リーダー） 
H30. 7.16 

・坂出市自主防災組織リーダー研修会 

避難所運営マニュアル説明，ＨＵＧ研修 
参加者 75名 

懇談会 H30. 7.18 
・平成 30年度地域教育行政懇談会 

 地域と学校が連携した防災対策について等 
担当：庄野 

防災講演 

（ほがらかキャンプ） 
H30. 7.25 

・ほがらかキャンプ 

「災害に備えて」 

担当：西川・柴田・ 

庄野・田岡 

参加者 23名 

職員防災研修 

（女性職員） 
H30. 8. 7 

・女性職員研修「女性職員がみた被災地」 

講師：木村敦子氏，山下芳子氏 

参加者 35名（うち

おとめ隊 9名） 

第 5回会議 H30. 8.10 ・避難所担当職員研修について  

第 6回会議 H30. 8.20 ・避難所担当職員研修について  

防災講演 

（金花保育園） 
H30. 8.28 

・きんか子育てふれあい教室 

「子ども連れの防災」 

担当：柴田 

参加者 18名 

職員防災研修 

（避難所担当職員） 
H30. 8.29 

・避難所担当職員研修 

  坂出市避難所運営マニュアルについて 
参加者 23名 

第 7回会議 H30. 9.14 ・新規採用職員研修について  

第 8回会議 H30. 9.21 ・新規採用職員研修について  

職員防災研修 

（新規採用職員） 
H30. 9.28 

・新規採用職員研修 

「市役所職員の備え」 
参加者 18名 

防災講演 

（市ＰＴＡ青少年育成部会） 
H30.10.11 

・市ＰＴＡ青少年育成部会研修会 

講演，紙食器づくり，防災食試食 

担当：西川・柴田・

庄野・加藤 

参加者 29名 
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第 9回会議 H30.10.24 ・防災フェスタについて  

防災講演 

（京町マンション自主防災会） 
H30.10.28 

・京町マンション防災訓練 

「災害に備えて」 

担当：庄野・長野 

参加者 31名 

防災講演 

（金花保育園） 
H30.12.13 

・きんか子育てふれあい教室 

「子ども連れの防災」 

担当：柴田 

参加者 6 名 

防災講演 

（白峰中学校母親部会） 
H30.12.13 

・白峰中学校母親部会研修会 

講演，紙食器づくり，防災食試食 

担当：西川・庄野・

松田・猪熊 

参加者 15名 

第 10 回会議 H30.12.26 ・防災フェスタについて  

第 11 回会議 H31. 1.22 ・防災フェスタについて  

第 5回 

SAKAIDE防災フェスタ 
H31. 1.31 

・「おとめ隊と女子会しませんか？」 

講演，防災食クッキングなど 
参加者 40名    

講演聴講 H31. 2. 4   ・平成 30年度坂出市議会議員研修会  

防災訓練 

（東部地区社協防災福祉部） 
H31. 2.15 

・東部地区社協防災福祉部防災訓練 

 避難所運営訓練（視察） 

担当：宮本・庄野・

長野 

第 12 回会議 H31. 2.22 
・平成 30年度反省 

・次年度の課題検討 
 

市長報告 H31. 3.20   ・平成 30年度活動報告  

防災講演（予定） 

（中央地区婦人会） 
H31.3.28 

・中央地区婦人会班長会 

「災害に備えて」 

担当：松岡・西川・

庄野 

参加者 50名 

「女性職員が見た被災地」女性職員研修（H30.8.7） 

東日本大震災の際，被災地に派遣された職員の方から当時の体験談を聞くことにより，具体

的な災害対応業務や女性として困ったことなど，女性職員として被災地に派遣された場合の災

害対応業務をイメージしていただき，実際の災害対応業務にあたる際の心構えを学ぶことを目

的として実施しました。 

〇講師 

・木村 敦子氏 （元健康福祉部長） 

  H23.4.27～H23.5. 2 宮城県三陸町へ派遣 

・山下 芳子氏 （元消防本部庶務課長） 

 H23.7.18～H23.7.26 宮城県仙台市へ派遣 

○対象 

市女性職員希望者 

研修後のアンケートの一例  

・新聞やニュースでは聞けない話が聞け，災害時の様子をイメージすることができた。 

・職員としての心構えを学べた。 

・災害時に行動できるように日頃の準備が大切であると感じた。 

・いろんなつながりが大事とのことなので，交流する機会がほしい。 
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避難所担当職員研修（H30.8.29） 

昨年度完成した避難所運営マニュアルに基づき，大規模

災害時の避難所について，避難所担当職員に周知すること

を目的として実施しました。 

○対象 

避難所担当課職員 

○内容 

坂出市避難所運営マニュアルを基本とした避難所運営に

おける基本的な流れや注意点 

 

研修後のアンケートの一例  

・避難所の運営について，基本的なことがわかった。 

・マニュアルは，注意点もまとめられてわかりやすかった。 

・職員としての具体的な役割や動きを詳しく知りたい。 

・避難所の運営についてイメージすることはできたが，１時間では内容が多すぎる。 

 

「市役所職員の備え」 新規採用職員研修（H30.9.28） 

28年度から継続し，新規採用職員を対象に，職員としての災害時における対応や，職場に

おける備えについて伝えることで，災害時の対応力の底上げを図ることを目的とし研修を実施

しました。 

○対象 

平成 30年度新規採用職員（市立病院（庶務・医事課除く）・消防除く） 

○内容 

・南海トラフ地震について（坂出市の被害想定） 

 ・坂出市における過去の台風および集中豪雨の対応 

 ・身近な備え（机の中の備え紹介） 

 ・職場の備え（ロッカーの中の備え紹介） 

 ・職員用防災カード（参集基準の確認） 

 

研修後のアンケートの一例  

・自分に災害が起こるとは意識していなかったのでいい意識付けの機会となった。 

・自分ではなかなか気づけない備蓄について，具体的にものを見せながら説明してもらえたのがよか 

った。 

・知らないことがたくさんあったので入庁してすぐに実施してほしい，もっと早く知りたかった。 

・グループワークの時間があってもよかった。 
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第５回「SAKAIDE 防災フェスタ～おとめ隊と女子会しませんか？～」 

 ５回目となる防災フェスタを今年度も１月３１日「おとめ

隊の日」に開催しました。今回は初めて女性限定とし，防災

について学ぶだけでなく，日頃から不安に思っていることな

どを気軽に話せるように少人数のグループで話す機会を設け

ました。 

・日時：平成３１年１月３１日（木） 午前１０時～正午 

・場所：中央公民館（第４音楽室，調理室） 

・内容：講演，紙食器づくり，水漬けパスタ作りなど 

〇講演「ふむふむタイム」          〇紙食器づくり 

 

 

 

              

〇水漬けパスタ作り             〇もぐもぐタイム 

 

 

 

 

〇アロマ体験 

 

 

 

 

防災フェスタ後のアンケートの一例  

・知らないことがたくさんあり，コミュニケーションをとりながら楽しく学ぶことができた。 

・話だけでなく，調理やアロマなど体験でき，実感することができた。 

・自分でできることを考え，日常の中で続けていくことが大事だと思った。 

・日頃から，地域で話し合い，皆で考えることが必要だと感じた。  



6 

 

「おとめ隊の日」職員啓発  

１月３１日「おとめ隊の日」に市民向けの防

災フェスタとは別に，職員向けにインフォメー

ションにて啓発を行いました。 

昨年度は「職員用１３１カード」の周知でし

たが，今年度は「備えのチェックリスト」を作

成し，職員として必要な備えができているか確

認してもらい，また備えができていない人には

今後備えてもらえるよう啓発しました。 

 

〇「備えのチェックリスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 チェックの数で 

備え度がわかるよう

になっています♪ 
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「災害に備えて」 各種団体における講演  

今年度も各種団体よりおとめ隊への講演依頼や会議等の参加依頼がありました。１３１（ぼ

うさい）カードを利用して，大地震時の行動についてや備えておきたい備蓄についてなど各団

体の要望に合わせて講演を行いました。また，地区の防災訓練にも参加しました。 

○内浜西自治会ふれあいサロン(H30.6.13)   ○坂出市自主防災組織リーダー研修会

(H30.7.16) 

 

 

 

 

 

 

○ほがらかキャンプ(H30.7.25)          ○市ＰＴＡ青少年育成部会研修会

(H30.10.11) 

 
〇京町マンション防災訓練(H30.10.28)     〇白峰中学校母親部会研修会(H30.12.13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇その他 

東部地区防災訓練(H30.6.17・H31.2.15)，平成 30 年度地域教育行政懇談会(H30.7.18)， 

きんか子育てふれあい教室(H30.8.28・H30.12.13) 
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広報活動 

○市広報掲載  

５月号～３月号「防災はじめの一歩」をおとめ隊にて担当しました。家庭において，防災を

日常生活に取り入れてもらえるような内容を情報発信しました。 
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○ＨＰ・Facebookでの広報         ○ラジオ出演 

おとめ隊の活動報告を発信しました。     FM-SUN Weekdayみっくすプラス（H31. 1. 9） 

防災ひとくちメモ「１３１おとめ隊と楽しく学ぶ 

SAKAIDE防災フェスタ」出演者：加藤・猪熊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果・課題等 

今年度の成果としては，職員研修に重点を置き取り組み，平成 28年度より毎年実施している

新規採用職員研修に加え，女性職員研修，避難所担当職員研修を行い，職員研修の充実を図れ

たことです。女性職員研修では，被災地に派遣された職員の実体験を聞くことができ，女性職

員の災害対応に対する意識を高めることができたと思います。 

また，昨年度完成した「避難所運営マニュアル」を活用し，避難所担当職員研修で大規模災

害時の避難所についての周知を行い，７月の自主防災組織のリーダー研修において避難所運営

について研修を行うことができました。 

課題としては，職員に避難所運営について周知することはできましたが「職員として具体的

にすることが分からない」という意見もあったため，避難所担当職員研修の内容を見直しする

必要があります。また，地域住民による避難所の自主運営に向けて，今後は，地域住民と市職

員の合同研修も視野に入れる必要があると考えます。 

 

５．来年度の目標 

 来年度も職員研修に重点を置き，職員一人一人の防災意識の向上を図りたいと思います。職

員啓発については，研修を受けて終わりではなく，結果が見えるような研修方法を検討し，継

続して実施していきます。 

 今後も，「日常生活に防災を取り入れる」ことを念頭に，職員や市民に対して啓発活動を継続

して行っていきます。 

 

・避難所運営マニュアルの普及啓発 

  ・職員，市民への啓発活動（さかいで１３１カードの普及） 


